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フルエンザH1N1が与えた社会的影響等を考察し、また、新型インフルエンザH1N1について、

発生当初から感染拡大・重症化防止のために講じた様々な政策（検疫・サーベイランス・

医療体制・ワクチン戦略等）についての評価を行い、病原性の違いに応じた新型インフル

エンザ対策について検討し、今後来たる新型インフルエンザの対策に資する研究を優先す

る。 

 

② 新型インフルエンザH1N1のウイルスの病原性等の解析に関する研究 

（２２１８０２０１） 

新型インフルエンザH1N1の感染者は今後も拡大することが危惧されるが、ウイルスの変

異により病原性等の変化が起こると更に健康被害の増大、流行の拡大等が予想される。こ

のため、新型インフルエンザH1N1ウイルスの病原性、抗原性等に関する詳細な解析等を行

い、その変化に関する継続的なフォローアップと変化が生じた場合の迅速な対応につなが

る研究を優先する。 

 

③ 新型インフルエンザH1N1の病態把握、重症化の要因に関する研究 

（２２１８０３０１） 

諸外国の症例においては新型インフルエンザH1N1感染者のうち基礎疾患を有する者を中

心とした重症例が認められ、我が国においても同様の傾向が認められている。重症例を中

心とした新型インフルエンザH1N1の病態を明らかにするとともに、基礎疾患との関連や重

症化の機序等の解明、重症化の予防・治療につながる研究、特にインフルエンザに対する

抗ウイルス薬の臨床的な効果、耐性の発生状況などを把握し、インフルエンザの抗ウイル

ス薬の効果的な活用法につながる研究を優先する。 

 

  ④ 新型インフルエンザ等の院内感染制御に関する研究       （２２１８０４０１） 

これまでの院内感染対策に関する研究の結果を踏まえ、地域の感染対策に関わる医療従

事者の数が必ずしも十分ではない中小の医療機関でも実施可能で、新型インフルエンザH1

N1も含む院内での感染制御の水準向上につながる研究を優先する。 

 

⑤ その他、新型インフルエンザへの緊急な対応が求められる対策の推進につながる研究 

                             （２２１８０５０１）  

新型インフルエンザ（高病原性鳥インフルエンザH5N1由来を含む）への対応において、

緊急に取り組むべき対策の効果的な推進につながる研究を優先する。    

 

（イ）感染症の新たな脅威への対応及び感染症対策の再構築に関する研究分野 

これまで国内においては大きな問題とはなっていなかった感染症の海外からの流入や、生

活様式や生活環境の変化、人口構造の変化等の社会的、宿主的な要因の変化により対策の見

直しや新たな対応が必要となる感染症について、その状況や要因を把握し、今後の適切な対

応につなげるための実態把握、病態解明、診断、治療に関する研究、及びその対応のあり方

に関する研究等、これまでの感染症対策の一層の推進及び必要に応じた再構築を行うための

研究を行う。 

 

  ① 現在、国内で分離・同定できないウイルス性出血熱等の診断等の対応方法に関する研究 

                                                              （２２１８０６０１） 

現在、国内で分離・同定できないウイルス性出血熱等の国内での発生に備え、ウイルス

の変異や新たなウイルスの出現に対して常に 新の情報を入手し、対応手段の向上を図る

必要がある。このため、新興するあるいは宿主領域を拡大しているウイルス性出血熱等に


